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	【最新統計】中古戸建てホームインスペクション築年帯別不具合指摘率
	2023.6.19
	築古物件の指摘率
	　近年は、新築住宅価格の高騰や供給数の減少に伴い、首都圏をはじめとする主要都市ではとくに、新築一戸建ての購入が一般的な収入の世帯にとって現実的な選択肢から遠ざかりつつあります。
	　築浅物件の価格高騰も顕著なことから、築古戸建てを選択する方も増え始めています。
	3割超

	　上記の東日本不動産流通機構のデータからも、この10年で築20年までの物件の成約比率は低下し、築31年以上の物件の成約比率が高まっていることがわかります。2025年の築31年以上の中古戸建ての成約比率は31.9%と3割を超えています。
	　上記のグラフは、築31年以上の中古戸建てにおける2025年の当社ホームインスペクション不具合指摘率を表しています。雨漏りは65%を超える戸建てで事象が確認され、傾きについても約半数の戸建てで確認されています。その他の項目についても約3軒に1軒は不具合が見られています。
	　また、築41年以上の中古戸建てについては、屋根裏調査を実施した物件のほうが雨漏りの指摘率が7〜10ポイントほど高いという結果も出ています。
	構造・築年帯別指摘率


	2023.6.19
	　木造・鉄骨造別に雨漏りの指摘率を築年帯別に見てみると、上記のように築20年までは木造の指摘率は高いものの、築21年から両者の差分は小さくなっています。鉄骨造の一戸建ての多くは大手ハウスメーカーによって施工されており、相対的な外装材の仕様の違いがこの差分の背景にあるものと考えられます。
	　一方、傾きの指摘率については、木造と鉄骨造の間で大きな差が見られました。築20年までは両者ともに指摘率は低いものの、築21年以降は木造の指摘率が鉄骨造の2倍前後で推移しています。大手ハウスメーカーが法改正に先駆けて地盤調査などに積極的に取り組んでいた可能性がその一因として考えられます。
	　また、築20年前後を境に両者の指摘率が上昇する要因としては、建築基準法の改正により、2000年以降に地盤調査が義務化されたことが大きく影響しているものと考えられます。
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